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令和５年度「食品開発プロジェクト」秋学期成果発表会の実施 
 

 

 京都市と同志社女子大学は、令和２年度に「食」を通じた地域活性化と人材育成に関す

る包括連携協定を締結し、中央市場の活性化や市場流通産品の消費拡大等に取り組んでい

ます。 

 これに基づき実施する同大学のカリキュラム「食品開発プロジェクト」（※）には、中央

市場の卸売業者である京都青果合同株式会社のグループ会社 株式会社ローヤル及び株式

会社デルタインターナショナルが参画し、学生とチームを組んで、学生ならではの発想を

盛り込んだ新商品の開発や小売店舗での開発商品の販売などに取り組んできました。 

この度、本年度の取組成果等を総括する同プロジェクトの秋学期成果発表会が行われま

すので、是非取材ください。 

 
１ 日時 

令和６年１月３１日（水）午後３時～４時４０分（予定） 

２ 場所 

同志社女子大学今出川キャンパス楽真館１階 ラーニング・コモンズ イベントエリア 

３ パートナー企業（発表順） 

 ⑴ 丸大食品株式会社チーム＜大学独自連携＞ 

テーマ：女子大生が食べたいハンバーグ-コラボ商品の開発 

 ⑵ 株式会社ローヤルチーム＜京都市中央市場連携＞ 

   テーマ：バナナのマーケティング活動と商品開発 

 ⑶ 株式会社デルタインターナショナルチーム＜京都市中央市場連携＞ 

   テーマ：SDGs と京都らしさを軸にしたディップ・シリーズの開発 

 

※ 「食品開発プロジェクト」 

  食物科学専攻の専門性を活かしたプロジェクト科目であり、食品関連企業等の現場で

学び、課題解決をめざすプログラム。食物を商材とした流通・販売に必要な要因を探り、

消費拡大につながる新商品やサービスの開発を行う。 
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